
1 

 

 

 

4 月 2 日の“世界自閉症啓発デー”、4 月 2 日～8 日の“発達障害啓発週間”に合わせ、“発達障

害啓発週間”イベントを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新宮中央公園と山崎本社みんなのあいプラザで実施した「ラ

イト it up ブルー広島 in 廿日市市」では、新たに滝のように流

れるライトを追加し、素敵なライトアップになりました。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和 2 年度は残念

ながら中止とした「はつかいち I (あい) アート展～“発達障害

啓発週間”作品展～」は、感染予防対策を講じた上で、新たに、

はつかいち・みやじま情報センターを会場に加えて開催しまし

た。はつかいち・みやじま情報センターは小さな会場ですが、

他会場の展示作品や様子をモニターに映して、いすに座ってゆ

っくりと過ごしていただけるような工夫も行い、観光客の方等、

いろいろな方たちに障がいのある人たちの作品、啓発ポスター

をみていただくことができました。 

はつかいち美術ギャラリー、はつかいち・みやじま情報センターで実施したアンケートには「障

がいについて知る事ができたのがよかった」「一人ひとりの才能を活かせる環境がたくさんあると

良いと思った」等の感想が寄せられ、自閉症・発達障がいに関することやいろいろな作品を通して

障がいのある人たちの活躍を知ってもらう機会となりました。 
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～令和 3 年度“発達障害啓発週間”イベント～ 

★4 月 1 日(木)～12 日(月) 「ライト it up ブルー広島 in 廿日市市」 

★4 月 7 日(水)～25 日(日)  第 2 回「はつかいち I(あい) アート展 

～“発達障害啓発週間”作品展～」 

 
①4 月 7 日(水)～25 日(日) 山崎本社みんなのあいプラザ 

②4 月 7 日(水)～11 日(日) はつかいち美術ギャラリー 

 市民ホール(はつかいち市民図書館前) 

③4 月 14 日(水)～25 日(日) はつかいち・みやじま情報センター 

(宮島口旅客ターミナル 2 階) 

http://h-kiraria.net/wordpress/
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3 月に計画が策定されました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度第 1 回目の全体会は、新型コロナウイルス感染症拡大

防止の観点から動画配信での開催となりました。開催時期を 2/19

から 1 か月間とし、期間内であれば、はつかいち福祉ねっとホーム

ページより何度でも閲覧できるようにしました。 

内容は 1.「開会あいさつ」2.「きらりあ報告」3.「行政報告」4.

「研修」5.「閉会挨拶」で構成されており、研修では NPO 法人ほっ

と吉和 理事長 益本住夫さんより、NPO 法人ほっと吉和の取組に

ついてご講演いただきました。普段の講演会とは違い、録画撮影と

いう難しさの中でも分かりやすく、丁寧に話していただきました。

アンケートからは、「取組が理解できた」「自分の都合の良い時にみ

ることができた」というご意見もいただきました。 

しばらくは、これまでの全体会とは違った形での開催も予想され

ますが、工夫を凝らしながら開催していければと考えています。 

 

 

2 月 4 日(木)に、オンラインを併用する形で本年度 3 回目の部会代表者会議を開催しました。動

画配信の形式をとることになった 2 月の全体会の内容について、事務局から部会代表のみなさんに

ご報告をしました。また、第 6 期障がい福祉計画・第 2 期障がい児福祉計画については、計画の

概要版（案）について市障害福祉課より報告があり、内容を共有しました。さらに、各部会の進捗

状況について確認をしました。今年度第 1 回目の会議は 5 月 20 に行われ、今年度の代表・副代表

の選出、7 月開催の全体会の内容を話し合いました。 

  

 

3 月 25 日(木)に計画推進会議を開催しました。 

最初に市福祉総務課から山崎本社みんなのあいプラザ相談支援拠点整備に関す

る説明を受けました。 

各障がい別会議からは「第 6 期廿日市市障がい福祉計画・第 2 期廿日市市障

がい児福祉計画」策定に向けてまとめた地域課題や提案、意見等を報告し、み

んなで共有しました。 

また、市障害福祉課から「第 5 期廿日市市障がい福祉計画・第 1

期廿日市市障がい児福祉計画」の進捗状況等に関する報告を受け、

意見交換を行いました。 

図書館展示 

はつかいち市民図書館では、3 月 26 日(金)から 4 月

28 日(水)まで、自閉症・発達障がいに関する書籍の展

示が行われました。 

期間中、119 冊ほどの展

示に対して、延べ 130 冊の

貸出がありました。 

第 2回 はつかいち I(あい) アート展 

～“発達障害啓発週間”作品展～ 

作品紹介 

はつかいち福祉ねっとの

ホームページで、各会場の展

示作品、展示の様子を紹介し

ています。 

ぜひ、ご覧ください♪♪ 
URL:http://h-kiraria.net/wordpress/?page_id=5184 

計画推進会議 

全 体 会 

部会代表会議 
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★3 月に策定となった「第 6 期廿日市市障がい福祉計画・第 2 期廿日市市障がい児福祉計画」は、

以下の URL から見ることができます。障がいのある人たちの作品も掲載されています。 

https://www.city.hatsukaichi.hiroshima.jp/soshiki/34/12136.html (廿日市市ホームページ) 

 

 

 4月2日(金)、廿日市市の新規採用職員研修に参加し、障がいがあ

る人の体験談を聞くプログラムに、プロジェクトのメンバーで協力

をしました。新型コロナウイルス感染防止等もあり、この度は「手

話言語及びコミュニケーション条例」の説明も含め50分と限られ

た時間にはなりましたが、グループにわかれ、障がいの理解や、障

がいがあることでの生活のしづらさ、市の窓口でどのような配慮が

あるとよいか等について、新人職員さんに知ってもらうよい機会と

なりました。 

 参加いただいたプロジェクトメンバーからは、「時間は短かった

が内容は濃いものとなっていたように感じた」「新人職員のみなさ

んの生き生きとした感じが伝わってきて、とてもよかった」「今後

も参加したい」等の感想をいただきました。 

  

 

2 月 22 日(月)に発達支援部会を開催し、教育と福祉の連携、サポートファイルの普及・啓発等

について協議しました。 

厚生労働省、文部科学省から以前出された通知の内容を再確認し、放課後等デイサービスの利用目

的や療育等について周知するためのチラシや発達障がいに関するハンドブック（子どもに発達障がい

があることが分かった後の対応方法や今後の相談先・時期等の参考になるもの）を作成することにな

りました。 

サポートファイルについては、年 3 回定期開催している障がい児支援関係事業所連絡会(令和 2 年度

は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点等から中止)とは別に、児童発達支援センター(事業所）

や放課後等デイサービス事業所の管理者等を対象とした説明会を開催し、活用方法等について検討し

ていきたいと考えています。 

 

  

 3 月 8 日(月)、講師に株式会社 Bee-Hive の森木聡人さ

んをお招きし、権利擁護研修「意思決定支援のきほんの

〝ほ〟」を開催しました。昨年度の「意思決定支援きほ

んの〝き〟」の第 2 弾として、この度はオンラインを併

用し開催しました。参加者のみなさんからは、「あっとい

う間に時間が過ぎた」「具体的な実践方法を示していただ

き明日から実行していきたいと思った」「研修内容を持ち

帰り、何度も読み返し、日頃の現場で実践していきたい」

等の感想をいただいています。 

課 題 別 会 議 

発 達 支 援 部 会 

手話言語＆コミュニケーション条例プロジェクト 

“権利擁護”ワーキング 

 

https://www.city.hatsukaichi.hiroshima.jp/soshiki/34/12136.html
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この度
たび

『特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

友
とも

志人
し び

福祉会
ふ く しか い

』の

船倉
ふなくら

さんより、バトンを

引
ひ

き継
つ

いだ社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

くさのみ福
ふく

祉
し

会
かい

くさのみ

作業所
さぎょうしょ

の川本
かわもと

と申
もう

します 

 

～事業所リレーずいそう～ No.32 

くさのみ作業所
さぎょうしょ

は 1986年
ねん

に『障
しょう

がいの種別
しゅべつ

・程度
て い ど

にかかわらず、すべての障
しょう

がいのある人
ひと

たちが 

事業所
じぎょうしょ

の主人
しゅじん

公
こう

として、生
い

き生
い

きと活動
かつどう

できるよう、人
にん

間
げん

らしい豊
ゆた

かな発達
はったつ

と労働
ろうどう

を保障
ほしょう

すること』を目
め

指
ざ

し、

利用者
り よ うし ゃ

6名
めい

職員
しょくいん

2名
めい

で、くさのみ作業所
さぎょうしょ

（無
む

認
にん

可
か

）としてスタートしました。地域
ち い き

の方々
かたがた

に支
ささ

えられて、 

ご家族
か ぞ く

とともに歩
あゆ

み続
つづ

け、今
こ

年
とし

で３５年
ねん

を迎
むか

えました。 

椎茸
しいたけ

の菌
きん

うち 

名刺
め い し

のカット 

新型
しんがた

コロナの感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

によって、今
いま

は自由
じ ゆ う

に行
い

き来
き

できない辛
つら

い日々
ひ び

ではありますが、ホームページ等
など

でメンバーの頑
がん

張
ば

りに心
こころ

を寄
よ

せていただけたらと

思
おも

います。 

〒738-0033 広島県廿日市市串戸五丁目 3-22 

TEL：0829-31-2800 FAX：0829-31-2900 

ＨＰ：https://kusanomi.org 

牛乳
ぎゅうにゅう

パックの整理
せ い り

 

これからもメンバー１
ひと

人
り

ひとりが、その人
ひと

らしく、楽
たの

しく、健
けん

康
こう

に生活
せいかつ

していけるよう、 

みんなで力
ちから

を合
あ

わせて、頑
がん

張
ば

っていきたいと思
おも

います。 

      現在
げんざい

は５３名
めい

のメンバーが役割
やくわり

分担
ぶんたん

し、お互
たが

いに認
みと

め合
あ

いな

がら毎
まい

日
にち

笑顔
え が お

で頑張
が ん ば

っています。作業
さぎょう

班
はん

は６班
はん

に分
わ

かれて試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

しつつ、古
ふる

きよきものを大切
たいせつ

にしながら、時代
じ だ い

にあった

商品
しょうひん

を生
う

み出
だ

しています。商品
しょうひん

を創
つく

ることだけでなく、リサ

イクルによる循環型
じゅんかんがた

社会
しゃかい

の実現
じつげん

にも貢献
こうけん

していきたいと考
かんが

え

ています。 

作品制
さくひんせい

作中
さくちゅう

 

アルミ缶
かん

回
かい

収
しゅう

 

行事
ぎょうじ

や販売
はんばい

はコロナ禍
か

ということで、参加
さ ん か

が難
むずか

しくなって

いますが、地域
ち い き

の方
かた

や、日頃
ひ ご ろ

のお得
とく

意
い

様
さま

の注文
ちゅうもん

などに支
ささ

え

られながら、頑
がん

張
ば

っています。 

  作業
さぎょう

の一部
い ち ぶ

紹介
しょうかい

です 

ナット入
い

れ 

次回
じ か い

の事業所
じぎょうしょ

リレーずいそうＮｏ.33 は 

「レント」です。 


